
 

軽井沢 22世紀風土フォーラムには、その中心的組織として 15名の委員で構成する「基本会議」があり
ます。会議を行い、これからの軽井沢について様々な面から議論を交わしています。 
この春より新しいメンバーをお迎えし２期目が始動いたしましたので、基本会議委員の皆さんを、第 2

期初回会議での自己紹介コメントと共にご紹介します。（敬称略） 

貫名
ぬ き な

礼
ゆき

恵
え

（リゾート関連会社勤務/２期目） 
７年前に軽井沢を訪れた際に、浅間山の雄大
さ、自然の豊かさに惹かれ、軽井沢に移住しま
した。仕事等で、軽井沢に関する声も多く耳に
するので、それを風土フォーラムにも繋げ活
かしていきたいと思います。 
 

藤井
ふ じ い

俊子
と し こ

（レストラン経営/新規委員） 
富山県から移住し、レストラン経営の傍ら、ボ
ランティア活動等を通じ地域のために活動し
ています。風土フォーラムでも役にたてるよ
う頑張りたいと思います。 

 

石山
いしやま

 武
たけし

（不動産会社経営/新規委員） 
軽井沢の自然・歴史等に惹かれ別荘住民とな
りました。自動車の環境・安全問題に取り組
み、昨年まで電気自動車等の普及拡大に携わ
っていました。まちづくりでは、環境負荷を小
さくする事も重要な課題だと思うので、少し
でも経験が役立てればと思います。 
 

瀬川
せ が わ

智子
と も こ

（別荘団体評議員/新規委員） 
祖父の代から別荘住民で、軽井沢は心の故郷
です。阪神大震災後の神戸に暮らした経験か
ら、災害対策に携わるようになりました。軽井
沢でも、多種多様な仲間やコミュニティを繋
げていくことにより、結果的に災害に負けな
い町を皆様とご一緒に作っていけたらいいな
と思います。 

髙
たか

尾
お

幸男
ゆ き お

（森林インストラクター/新規委員） 
10 年前に移住し、ボランティア活動等を行っ
ています。基本会議委員として、①子供の視点
②自然の視点③風土（風の人－新しい人で動
きのある人－と、土の人－地元の人で支え守
る人－）の視点をベースに活動したいと思い
ます。 

市村
いちむら

初仁
は つ じ

（農業関連会社経営/２期目） 

農業を営んでおり、レタス・キャベツ・高濃
度トマト等を栽培しています。現在は、軽井
沢の冬の極寒でも、地物野菜が作れるよう研
究に取り組んでいます。風土フォーラムにつ
いても皆さんと一緒に取り組んでいきたい
と思います。 

志立正嗣
しだちまさつぐ

（ＩＴ関連会社役員/２期目） 
5 年前軽井沢に移住してきました。未来を見
据えたまちづくりでは、ＩＴやデジタルテク
ノロジーは必要不可欠な要素だと考えてい
ます。皆さんと情報共有しながら進め、それ
を住民の皆さんにも繋げていきたいと思い
ます。 

鈴木
す ず き

幹一
かんいち

（研究機関代表理事/２期目・会長） 
軽井沢は、魅力的で元気をもらえる場所であ
り、現在生活の８割を軽井沢で過ごしていま
す。皆さんと一緒に軽井沢の将来について議
論していきたいと思います。 
 

 

須永
す な が

 久
ひさし

（ガス会社役員/２期目・副会長） 
軽井沢で生まれ育ちました。軽井沢の自然環
境をより良い状態で後世に引き継ぐことが、
今を生きる我々の使命と感じ、環境保全活動
に取り組んでいます。 
 

中嶋聞
なかじまもん

多
た

（大学特任教授/新規委員） 
まちづくりを考えるとき、多様なメンバーで
議論することがたいへん重要であることは
いうまでもありません。なかでも地域住民の
声が大切なので、私も専門的な立場からのみ
ならず、新米住民の一人として、住民目線で
考え、発言し、行動していきたいと思います。 
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 2016 年 5月、風土フォーラムが動き出しました。風土フォーラムは、軽井沢に関わる全ての人が共に将来

の軽井沢をつくる「風土自治」の実践の場として、「軽井沢グランドデザイン」で提案されている組織です。 

発行日：平成 30年 6月 27日 

この他、５名の役場職員が委員として参加しています。 

 

 第２期風土フォーラム基本会議が始動しました！ 

 



 

ご不明な点や、ご意見がありましたら、ぜひ

風土フォーラム事務局までお寄せください。 

直売所 店 

 
ＷＣ 

駐車場 

発地
ほっち

市庭
いちば

内 

レ
ジ 

店 

軽井沢 22世紀風土フォーラム事務局 

場 所：軽井沢町大字発地 2564-1（発地
ほ っ ち

市
いち

庭
ば

内） 

開 場 日 時：平日の 9時から 16 時 45 分まで 
（臨時の休場および開場がありますので、詳細は町ホー
ムページをご覧になるか、問い合わせてください。） 

電話・FAX：0267-45-0121 

Ｅ メ ー ル：22fuudo@town.karuizawa.nagano.jp 

Ｓ Ｎ Ｓ： 

軽井沢駅北口ステーションフロント構想プロジェクトチー

ム（北口ＰＴ）は、風土フォーラム最初のプロジェクトチーム

として平成２８年７月に立ち上げられました。専門家、基本会

議委員、地元住民を含む関係団体のメンバーで、軽井沢駅北口

周辺エリアの課題と改善方法について今年の３月まで議論を

重ねてきました。 

会議では、まず、空間構成や駅前の交通機能の課題を洗い

出しました。歩行者空間の不足、駅周辺施設との回遊性の問

題、渋滞の問題、他にも大きなケヤキの木の活用や、防災機

能の必要性などがあげられました。その後、これらの課題を

踏まえて、将来どのような姿を目指すべきかについて話し合

い、３つの軸（新旧軽井沢都市軸、歩いて楽しめる沿道にぎ

わい軸、みどり・文化軸）と２つの拠点（駅前拠点、みどり・

文化拠点）により歩いて楽しめる回遊空間を創造し、駅前は

歩行者のための空間とするなどの方向性を導き出しました。

理想的な駅前空間を実現するためには、住民、事業者、行政

がパートナーとして連携していくことが不可欠です。北口Ｐ

Ｔで議論した内容は、範囲を広げた新軽井沢エリアデザイン

の検討に引き継いでいきます。 

 

“隣の別荘に大勢の外国人が泊まり込

んで夜中まで騒いでいる”などというの

は軽井沢に一番似つかわしくない情景で

すが、事によるとそんな心配が現実にな

りそうなのが、６月から全国一斉に施行

されたいわゆる民泊営業です。 

 軽井沢町としては、長野県条例によっ

て全面規制を求めたものの、県側の同意

が得られず、５月から９月までの内、６

月を除く４ヶ月間に限って民泊営業を認

めないという限定的な規制で見切り発車

になってしまいました。「軽井沢は我儘

だ」とか「特権意識が強すぎる」といっ

た誤解を解くためにも、民泊に反対する

理由を整理しておきましょう。 

この新しい法律の目的の一つに、外国

人観光客を受け入れるための宿泊施設の

増強がありますが、客数の増加ばかりに

目がいって、客の質の低下を見落とし、

結果として折角育て上げた個性豊かな別

荘地としての特性を台無しにするのは愚

の骨頂でしょう。外国人宣教師が発掘し、

手塩にかけて育ててきた静謐で品位のあ

る高原保養地であり、それを守るために

町民も別荘住民も、それぞれが並々なら

ぬ努力を重ねてきた経緯があります。に

わか仕立ての観光戦略の犠牲にされてい

いのでしょうか。 

一方シェアハウスという考え方は時代

の流れで、古い別荘や使用頻度の低い別

荘の有効利用はそのモデルケースになる

という理由づけも耳にします。しかし、別

荘というのはそもそも週末滞在や季節利

用を主な目的にするもので、だからこそ、

高原保養地としての質を高める要因にな

っているのです。 

130 年の歴史は別荘文化の積み重ねで

あり、シェア文化などとは道筋が違いま

す。更にいえば都市計画法や建築基準法、

旅館業法などの厳しい法律に基づく軽井

沢町独自の規制や指導によって積み上げ

てきた成果があり、それを政策の都合で

超法規的ともいえる手法でなし崩しにさ

れてはたまりません。 

軽井沢駅北口ステーションフロント構想 Ｐ Ｔ
プロジェクトチーム

 

 

※詳しくは、北口ＰＴで作成した「軽

井沢駅北口まちづくりデザインガイ

ド」を町ホームページよりダウンロー

ドしてご覧ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
皆さんはじめまして。５月より風

土フォーラム事務局で勤務しており
ます浅賀龍紀と申します。役場勤務
３年目になりますが、役場に入る前
は、軽井沢西部小学校で高学年の算
数を教えていました。気づけば、当時
の教え子たちはあっという間に中学
生。時間が過ぎるのは本当に早いな
と感じている今日この頃です。 
さて、風土フォーラム事務局です

が、誰もが自由に軽井沢に対する想
いを語れる場所となっています。軽
井沢発地市庭へお越しの際は、お気
軽に事務局へお立ち寄りください。
事務局員の岩井または浅賀がお待ち
しております。 
また、Facebook、Twitter でもイ

ベント等の情報発信をしていきます
ので、以下の SNS 欄 QR コードを読
み取りのうえご覧ください。 

 事務局便り  

左より、岩井、浅賀 

 

 


